
別記参考様式第１号

対象事業

事業箇所名
（地区名）

-

合計

農村整備

事業型

農業集落排水事業

静岡県伊豆市

伊豆市

平成３０年度～平成３１年度（２年間）

 既存の農業集落排水処理施設（4施設）の機能低下等の状況を的確に把握（施設機能診断）し、施設の有効活用とラ
イフサイクルコストの低減及び長寿命化を図り効率的な維持管理を行えるよう最適整備計画を策定し、安定した生活
排水処理を行う。

　伊豆市４施設（吉奈・佐野雲金・門野原・冷川）を対象とした最適整備構想を策定し、安定した生活排水処理を行
い放流水質の維持を図る。

  放流水質
　　生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）　２０ｍｇ／㍑以下の維持
　　浮遊物質量（ＳＳ）　　　　　　　５０ｍｇ／㍑以下の維持

事業実施
主体

事業名
計画期間内
の事業内容
（工種及び数量）

工期

伊豆 伊豆市

関係市町村

伊豆市

農山漁村地域整備計画

定量的指標

計画の期間

計画の目標

計画の名称

計画策定主体

対象市町村

伊豆市農業集落排水処理施設最適整備構想

備考

14,000

機能診断・最適整備構
想策定

費用対
効果

H30～Ｈ31

計画期間内
の総事業費
（千円）

14,000



　関連する計画との整合性が図られているか

　地域の課題に適切に対応する目標となっているか

　整備計画の目標と定量的指標の整合性がとれているか

　事後評価ができる適切な指標となっているか

　円滑な事業実施の環境が整っているか

　地元の機運が熟成されているか

2　整備計画の効果・効率性

　静岡県生活排水処理長期計画、伊豆市一般廃棄物処理基本計
画等の上位計画との整合が図られている。

　農業集落排水処理施設の適正な維持管理と安定した生活排水処
理のために機能診断を実施し最適整備構想を策定することは、本
地域にとり適切な目標となっている。

伊豆市農業集落排水処理施設最適整備構想

静岡県伊豆市

平成３０年度～平成３１年度（２年間）

　伊豆市４施設（吉奈・佐野雲金・門野原・冷川）を対象とした最適整備構想を策定し、安定した生活排水処理を行い放
流水質の維持を図る。
　放流水質
　　生物化学的酸素要求量（BOD）　２０ｍｇ／㍑以下の維持
　　浮遊物質量（SS)　　　　　　　　　　５０ｍｇ／㍑以下の維持

 既存の農業集落排水処理施設（4施設）の機能低下等の状況を的確に把握（施設機能診断）し、施設の有効活
用とライフサイクルコストの低減及び長寿命化を図り効率的な維持管理を行えるよう最適整備計画を策定し、
安定した生活排水処理を行う。

　本計画は農業集落排水で構成している。この事業は農業集落排
水施設の機能診断を実施し最適整備構想を策定し、効率的な維持
管理と安定した生活排水処理を実現するためのものであり、指標は
事業実施による効果を評価するものとして適切である。

農山漁村地域整備計画事前評価シート

計画の名称

計画策定主体

計画の期間

計画の目標

　整備計画の目標と定量的指標はライフサイクルコストの低減、効
率的な維持管理にかかるものであり、整合性がとれている。

評価内容

1　目標の妥当性 評価内容

　上記項目について評価を行った結果、本計画は妥当なものと認められる。

　農業集落排水処理施設の管理者（伊豆市）及び受益者（地域住
民）は本計画の実施を望んでおり、円滑な事業実施の環境が整って
いる。

　地元は安定した生活排水処理を望んでおり、機運は盛り上がって
いる。

事前評価結果

定量的指標

事前評価項目

　計画完了時点で放流水質を確認することで事後評価できる。

　構成事業の実施による効果を評価するための指標として適切
なものとなっているか

3　整備計画の実現可能性 評価内容




